
　環境影響評価に係る手続等を適正かつ円滑に推進するため、環境配慮計画書、条例方法書、条例準備書等の
個別案件及び環境影響評価制度に関する重要事項について、市長の諮問に応じ、調査審議する川崎市環境影響
評価審議会（学識経験者と市民との合計 20名で構成）の市民委員を募集します。

　※川崎市環境影響評価審議会は、平日に開催されます。

川崎市環境影響評価審議会の市民委員を募集します

問い合わせ：環境局環境調整課　　　TEL 200-2387　FAX 200-3921

　川崎市緑化センターでは、夏の花のアサガオやサルスベリ等の花や草木が皆様をお待ちしています。多くの
講座と展示会を開催しますので、ふるってご応募・ご鑑賞ください。
【講座】
●内　　容：「楽しくできる秋植え草花の育て方」（参加費 700 円）
●開催日時：平成 26年 9月 10日（水）13時 30分～ 15時
●場　　所：川崎市緑化センター 2階研修室
●応募対象：定員 30名 市内在住・在勤・在学の方
●応募期間：平成 26年 8月 27日（水）〔必着〕往復はがき 1枚で
　　　　　　1人 1講座  記載事項（講座名、住所、氏名、年齢、電話番号）
【展示会】
●内　　容：①「押し花展」（室内）②「コンテナガーデン展」
●開催日時：①平成 26年 7月 26日（土）～ 8月 17日（日）9時～ 16時 30分
　　　　　　②平成 26年 8月 23日（土）～ 9月７日（日）9時～ 16時 30分

問い合わせ：川崎市緑化センター　　　TEL 911-2177　FAX 922-5599
　　　　　　　　　　　〒214-0021　多摩区宿河原6-14-1　月曜日休園（祝祭日の時は翌日）

川崎市緑化センター講習会受講生募集・展示会のご案内

【アサガオ】

申し込み・問い合わせ：環境局環境評価室　　　　TEL 200-2156　FAX 200-3923　　　　　　　　　　　　
　〒210-8577（住所はなくても届きます。）

　「環境教育促進法に基づく体験の機会の場の認定制度」は、
環境教育等に取り組む事業所等が一定の要件（体験型の環境教
育の実施、安全体制の確保、非営利性など）を満たす場合、川
崎市長が「環境教育等に係る体験の機会の場」として認定でき
る制度です。
　市では、これまで4つの事業所等の施設を認定していますが、
平成 26年 6月、新たに東京ガス株式会社の「東京ガスキッチ
ンランド川崎」を認定しました。
　環境教育・学習を実践する際には、ぜひご活用ください。

「環境教育に係る体験の機会の場」を認定しました！

公 募 人 数 2名 任　期 平成 26年 12月 1日～平成 28年 11月 30日（2年間）

申 込 資 格
平成 26年 12月 1日時点で１年以上市内在住で 20歳以上（市職員、市附属機関等の委員は除く。）
※なお、申込資格につきましては、選考時にお住まいの区役所区民課へ確認させていただきます。ご了承いただいた
上で、お申込みください。

申 込 方 法

申し込む附属機関の名称（川崎市環境影響評価審議会）、住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、
現在の職業、主な職歴、各種団体での活動や市政モニター等の活動経験、審議会委員を希望
する理由（簡潔に）をＡ 4縦の用紙に明記し、小論文「環境影響評価制度について考えること」
（Ａ 4縦・横書き 800 字程度）とともに、郵送又は持参によりお申し込みください。
また、市ホームページからもお申し込みができます。
　市ホームページ：http://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000038162.html

申込締切日 平成 26年 9月 1日（月）（消印有効）

選考方法・発表 選考は書類選考により行い、結果は申し込みをされた方全員にお知らせします。
なお、申込書類については返却いたしません。

送 付 先 郵送する場合：〒 210-8577　（住所不要）環境局環境評価室
持参する場合：川崎市役所第 3庁舎 15階（川崎市川崎区東田町 5-4）

東京ガス キッチンランド川崎
＜概要＞
環境に配慮した
食の取り組み
(エコ・クッキング )
[ 講座・調理実習 ]
＜対象・定員＞
プログラムによって異なる
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2 　　問い合わせ：1. 川崎市環境総合研究所地域環境・公害監視課　TEL 276-9096　FAX 288-3156
　　　　　　　　2. 環境局企画指導課　TEL 200-2532  FAX 200-3922　　　　　　

　平成 25年度の二酸化窒素、浮遊粒子状物質等の大気汚染物質及びベンゼン、トリクロロエチレン等有害大
気汚染物質の常時監視測定結果がまとまりましたので、お知らせします。

２　有害大気汚染物質※常時監視測定結果
　市内４調査地点（池上、大師、中原、多摩）で、
大気汚染防止法第 22 条に基づく常時監視物質とし
て、規定されている 21 物質について、測定を実施
しました。
　環境基準が設定されているベンゼン、トリクロロ
エチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタ
ンは、全調査地点で環境基準を達成しました。
　指針値が設定されている９物質については、平成
26年 4月に新たに指針値が設定されたマンガン及び
その化合物は１地点で超過し、その他８物質は全地
点（４地点）で適合しました。
　過去、環境基準を超過していたベンゼンは、平成
20年度から継続して環境基準を達成しています。
※低濃度であっても長期的な吸入により健康影響が生ずる
おそれのある物質

1　大気汚染常時監視測定結果
　環境基準が定められている大気汚染物質について
住宅地域等に設置している一般環境大気測定局（以
下「一般局」という。）9局と、道路沿道に設置して
いる自動車排出ガス測定局（以下「自排局」という。）
9局で測定を実施しました。

●二酸化窒素（NO2）
　　一般局及び自排局の全局（18局）で測定してお
り、全局で環境基準を達成しました。全局達成は、
測定開始以来、初めてです。
●浮遊粒子状物質（SPM）
　　一般局では 9局中 8局で、自排局では 9局中７
局で環境基準の長期的評価を達成しました。環境
基準が非達成であった局は、いずれも夏季に日平
均値が２日連続で基準値を上回ったため非達成と
なったものです。
●微小粒子状物質（PM2.5）
　　環境基準評価の対象となる一般局 6局（幸・大師・
中原・高津・宮前・麻生）、自排局 5局（池上・日
進町・二子・宮前平駅前・本村橋）では、全局で
環境基準非達成でした。
●光化学オキシダント（Ox）
　　一般局 9局で測定しており、環境基準は全局で
非達成でした。また、光化学スモッグ注意報の発
令は、11回でした。
●二酸化硫黄（SO2）
　　一般局 9局で測定しており、全局で環境基準を
達成しました。
●一酸化炭素（CO）
　　一般局 1局（田島）と自排局 4局（池上・日進町・
市役所前・遠藤町）で測定しており、全局で環境
基準を達成しました。

平成 2 5 年度大気汚染状況

一般環境大気測定局

大師・田島・川崎・幸・中原・高津・宮前・多摩・麻生

自動車排出ガス測定局
池上・日進町・市役所前・遠藤町・中原平和公園・
二子・宮前平駅前・本村橋・柿生
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　市ホームページ： １．http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/29-1-10-0-0-0-0-0-0-0.html
　 ２．http://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/29-1-3-5-0-0-0-0-0-0.html

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の年平均値は、
一般局、自排局ともに過去 10年を通してみると、
ゆるやかな減少傾向で推移しています。
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